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１．研究目的 

筆者はこれまでパネルシアターを用いて子ども

たちに物語（ストーリー）をつくり演じる活動に

関わってきた．物語を伝達する手段（メディア= 

media）のひとつであるパネルシアターの特徴は絵

人形を動かしながらストーリーを展開していくと

ころにある．そして，パネルシアターは，大人が

子どもたちのためにつくり演じるだけではなく，

子どもたちがつくり演じるプロセスにも面白さが

ある．これまでの観察でも，子どもたちがパネル

シアターの絵人形を貼ったり動かしたりしながら

ストーリーを生み出していく様子を目の当たりに

してきた．そして，昨年度は乳幼児親子を対象に

観察調査を行い，言語と視覚的イメージが相互に

関わりながらストーリーが生まれていくプロセス

を明らかにした（松家 2024）．具体的には，言語

を習得する段階の乳幼児が，パネルシアターを媒

介にして母親とコミュニケーションをとりながら

絵人形を自分で動かし，体験した事象の再現だけ

ではない新たなストーリーを生み出すプロセスが

明らかになった．また，パネルシアターというメ

ディアを用いることで他者とイメージが共有され

やすくなることや，絵人形の操作という「動き」

がストーリーメイキングのプロセスにおいて重要

な役割を果たしていることも示唆されたが，これ

まで大人が演じることが中心であったパネルシア

ターを子どものストーストーリーメイキングのメ

ディアとして捉えた研究はほとんどなく，観察対

象を増やすことが必要である．そこで，今年度は

保育現場における子どものストーリーメイキング

を観察対象とし，ストーリーメイキングのプロセ

スを質的に明らかにすることを目的とする． 

２．研究実施内容 

今年度は，主に 2つのフィールドで観察調査お

よび分析を行った． 

 

⑴ 東京都公立 S 保育園における観察 

一つのフィールドは東京都公立保育園で，5 歳

児 24 名が絵本制作からパネルシアターを用いた

ストーリーメイキングに取り組むプロセスを観察

対象とする．観察期間は，2023 年 8月 23日～2024

年 3 月 11 日で，月 1～2 回のペースで計 9 回の観

察データをもとに分析を行った．同園は，例年，

外部より指導者を招いて定期的に造形活動と絵本

制作に取り組んでおり，フィールドには子ども 24

名のほかに，指導者 1 名，保育者 1名，園長 1名，

観察者 1名がいる．筆者は指導者のアシスタント

としてフィールドに入り，観察を行った．観察期

間の活動内容は表 1 の通りで，以下に分析結果の

一部を記す． 

 

表 1：S 保育園の活動内容 

年月日 活動内容 

2023 年 8 月 23 日 描画・色塗り・重ね塗りの体験 

2023 年 9 月 15 日 針金を用いた人形の土台づくり 

2023 年 10 月 12 日 紙粘土を用いた人形の肉付け 

2023 年 10 月 26 日  人形に絵の具で色を塗り完成 

2023 年 11 月 16 日 自分でつくった人形を用いたス

トーリーメイキング 

2023 年 11 月 28 日 絵本制作 

2023 年 12 月 14 日 絵本制作の続き 

2024 年 1 月 11 日 絵本制作の続き 

2024 年 2 月 20 日 絵本の完成・撮影 

2024 年 3 月 11 日 パネルシアターを用いたストー

リーメイキング 

2024 年 3 月 19 日 パネルシアターを用いてクラス

全員でのストーリーメーキング 
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2024 年 3 月 11 日は，指導者の指導のもと，子

どもがそれぞれ，自分のつくった絵本のなかに登

場しているキャラクターを一つ選んで Pペーパー

（パネルシアター用不織布）に描き，パネルシア

ターの絵人形をつくった．保育室には，自由に絵

人形を貼れる場を設置し，子どもたちにも自由に

貼りに来てよいことを伝えていた．その結果，子

どもが個々に描いた絵人形がパネル板という共有

スペースで他の絵人形や他者とのかかわりながら，

新たなストーリーが生み出されていく様子が観察

できた． 

例えば，一人の子どもがハチの横にトカゲを貼

る（図 1）と，別の子どもが蜘蛛の絵人形を持っ

てハチに近づけて貼る（図 2）．次に，小さなハチ

を描き足すと，複数の子どもがそれぞれに描いた

絵人形をパネル板に貼り，あっという間にミツバ

チが取り囲まれる構図になった．その後，A 児が

トカゲの絵人形をミツバチに近づけると B 児が

「ミツバチがあぶない」「ミツバチを増やそう」と

言う．C 児が「いいね」と言って，ミツバチの絵

人形を描き足す．他の子どももミツバチを描いて

貼り，食べられなくて済むというストーリーにな

った（図 3）． 

 

   

図 1        図 2 

図 3 

 

パネル板の上では，他にも複数のストーリーが生

まれる様子が観察された．以上のことから，パネ

ルシアターを用いたストーリーメイキングでは，

それぞれが描いた絵人形がパネル板上で共存する

ことで，個々の内的世界が可視化され，絵人形同

士がかかわったり組み合わさったりして，新たな

視覚イメージやストーリー展開されることが明ら

かになった．また，言語表現が十分ではない年齢

の複数の子どものストーリーメイキングにおいて，

パネルシアターを用いることで，互いの内的世界

が可視化されたり，他者へ伝える役割を担ったり

他者と共有しやすくしたりして，ストーリーを構

築しやすくする可能性が（有効な手段となり得る）

ことが捉えられた．また，集団でストーリーメー

キングに取り組む活動では，子どもは，「自分で操

作できる素材や他者とかかわりながらストーリー

が生み出されていくこと」「自分の中に既存のイメ

ージやストーリーをもちつつ，パネル板に配置さ

れた絵人形や他者からの投げかけなどの新たな視

覚的イメージやストーリーと直面するたびに，自

分なりにそれらと対話し，折り合いをつけながら，

新たなストーリーを生み出していく可能性」が見

えてきた． 

 

⑵ 東京都私立 G 保育園における観察 

もう一つのフィールドは，東京都私立保育園で，

5歳児クラスの子ども 12名がパネルシアターを用

いたストーリーメイキングに取り組むプロセスを

観察対象として分析を行った．期間は，2024 年 4

月 18 日～2025 年 1 月 14 日で，月 1～2 回のペー

スで計 9 回の観察を行った．観察フィールドは 5

歳児の保育室である．フィールドには，年長クラ

スの子ども 12 名のほかに，指導者および観察者 1

名，担任保育士 1名，主任保育士 1名，指導およ

び観察補助 1 名がいる．筆者はパネルシアターと

タオル遊びを用いた表現遊びの講師としてフィー

ルドに入り，その後もパネルシアターを用いたお

話づくりの指導者として子どもとかかわりながら

観察を行う． 

観察期間の活動内容は表 2の通りで，以下に分

析結果の一部を記す． 

 

初回の 2024 年 4月 25日（木）は，はじめに筆

者が既存の作品を演じて見せてから「この村には

他にどんな人や動物が住んでると思う？みんなが



 

人間生活文化研究 Int J Hum Cult Stud. No.35 2025  

 

 

パネルシアターをつくり演じる活動のプロセスの質的研究 307 

 

こんな人もいたらいいのになあ，あったらいいの

になあと思うものを描いてみてください」と話し，

子どもにパネルシアターの絵人形用の素材（P ペ

ーパー）を配布して描いてもらう．子どもたちは，

自分で描いた絵をパネル板が貼りつくと「くっつ

いた」「すごい」と声を上げて驚き，繰り返し貼っ

たりはがしたりしながら遊ぶ姿が見られた（図４）．

その後，パネル板の上で複数の子どもが絵人形を

介してイメージを共有し，既存の作品とは異なる

ストーリーが生み出される姿が観察された．その

後，保育室の 1 コーナーとしてパネル板を設置し，

子どもが描いた絵人形や絵人形をつくるための素

材や用具を置いておたところ，好きな遊びの時間

に子どもたちが各々に絵人形を描き足したり（図

5，図 6），描いた絵人形を用いて遊ぶ姿がみられ，

筆者が観察する度にも，毎回新しいストーリー生

まれる様子が観察された．そして，7 月 25日には

好きな遊びのなかで絵本づくりに取り組む子ども

が観察されたり（図 7），9月 26 日には，これまで

に描いた絵人形を合わせてクラスのみんなで一つ

のストーリーをつくって（図 8）身体表現を楽し

んだりして，12月 26 日には劇遊び，1月 14 日に

はクラスみんなの絵本をつくる活動へと発展した． 

  

表 2：G保育園の活動内容 

年月日 活動内容 

2024 年 4 月 18 日 パネルシアター鑑賞 

2024 年 4 月 25 日 既存のパネルシアター作品＋オ

リジナルの絵人形によるストー

リーメイキング 

2024 年 5 月 9 日 オリジナルのパネルシアターの

絵人形のみによるストーリーメ

イキング 

2024 年 6 月 6 日  オリジナルのパネルシアターの

絵人形のみによるストーリーメ

イキング 

2024 年 7 月 25 日 絵本制作 

2024 年 9 月 26 日 オリジナルのパネルシアターの

絵人形のみによるストーリーメ

イキングと身体表現遊び 

2024 年 11 月 21 日 パネルシアター鑑賞＋ストーリ

ーメイキング 

2024 年 12 月 26 日 オリジナルのパネルシアターの

絵人形のみによるストーリーメ

イキング 

2025 年 1 月 14 日 絵本制作 

  

以上の観察を経て，現在分析途中だが，パネル

シアターは，子どもが自分で絵を描いたり，ハサ

ミで切ったり，パネル板上で貼ったりはがしたり

動かしたりしながら，自分の内的イメージを視覚

的に表現できる素材であり，ストーリーメイキン

グのプロセスでは，子どもは絵人形の動きを介し

て他者とイメージを共有しながらストーリーを生

みだしていくことが明らかになってきた． 

  

図 4         図 5 

  

図 6                図 7 

図 8 

 

３．まとめと今後の課題 

今年度は，保育現場における子どもを対象に，

パネルシアターという視覚的イメージ（素材）を

用いてストーリーを生み出していくプロセスを，

長期的に観察し，視覚的イメージ（素材）の意味

を探ることを目的に研究を行った． 

その結果，子どもが個々に描いた絵人形がパネ

ル板の上で共存し，絵人形の操作という「動き」

を通して他者とイメージを共有し，他者と協働し

ながら新たなストーリーを構成していくプロセス

が捉えられた．絵人形の「動き」とは，パネル板

の上で，絵人形の配置を変えたり（移動させる・

向きを変える等），組み合わせを変えたり（身に付
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ける・乗る・食べる・重ねる・隠す・距離を変え

る等），状態を変化させたり（揺らす・飛ぶ・跳ね

る・起きる・寝る・戦う等）することである．絵

人形の「動き」によって視覚的イメージが変化す

ることによって，同じ絵人形を用いても多様な視

覚的イメージが生み出され，新たなストーリーが

生み出されていくことが捉えられた． 

以上のことから，パネルシアターは，複数の子

どものストーリーメイキングの活動において，絵

人形の「動き」が互いの内的世界を可視化して他

者へ伝える役割を担い，他者とイメージを共有し

ながらストーリーを構築する上で，有効な手段と

なり得る可能性が示唆された． 

今後は，他の技法に関する先行研究等とも照ら

し合わせながら分析を進めていく必要がある． 
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